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農業委員会委員選考委員会・農地利用最適化
推進委員選考委員会の委員を募集

市民の皆さんから
公募します

　農業委員・農地利用最適化推進委員の公募に対して、
推薦または応募のあった人の中から委員候補者を選考
する委員を募集します。
▽応募資格　市内在住で 12月 21日現在 20歳以上
の人
▽募集人数　農業委員会委員選考委員＝２人／農地利
用最適化推進委員選考委員＝３人
▽受付期限　12月 21日（必着）
▽任期・会議の開催など　任期は３年間。会議は今年
度 2回（予定）。その他、委員が欠けた場合など必要
に応じて開催。

▽報酬　１回の会議出席につき報酬１万円と交通費を支給
▽応募方法　応募用紙に必要事項を記入し、郵送また
は持参を。
※応募用紙は市ホームページに掲載しているほか、農
業政策課・農業委員会事務局（ともに市役所３階）で
配布しています。
■問い合わせ・提出先　農業委員会委員選考委員…農
業政策課計画推進係（〒036・8551、上白銀町１の
１、☎ 40・0656）／農地利用最適化推進委員選考
委員…農業委員会事務局農政係（〒036・8551、上
白銀町１の１、☎40・7104）

消費生活相談員の募集希望者は
ご応募ください

　消費生活に関する一般相談および苦情相談受付処理
業務に従事する消費生活相談員を募集します。
▽採用人数（予定）　１人
▽雇用期間　１月１日～３月31 日
※以降、本人の勤務状況等により１年ごとの更新の可
能性あり。
▽応募資格　消費生活相談員などの資格や知識または
経験がなくても応募が可能ですが、資格や知識を取得
しようという姿勢が求められます。
▽報酬　月額10万 500円
▽勤務場所　市民生活センター（駅前町、ヒロロ３階）
▽勤務時間　週30時間勤務のシフト制

▽応募方法　市民生活センターへ事前連絡の上、市販
の履歴書に必要事項の記入および顔写真を添付し、持
参または郵送で市民生活センター（〒036・8003、
駅前町９の20、ヒロロ３階）へ。
▽受付期限　郵送＝ 12月 14日（必着）、持参＝ 12
月 14日の午後５時まで
▽その他　詳しくは、市ホームページをご覧ください。
なお、ハローワークを通じての募集もしています。
■問い合わせ先　雇用条件につ
いて…人事課（☎ 35・1119）
／業務内容について…市民生活
センター（☎ 33・5830）
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　「弘前」を知り、触れて、伝えていこう！卍学クイズ！

答えはどこかのページに隠れているから探してね！

【問題】
　弘前公園の北側に位置する、江戸時代の武
家住宅の街並みが残っている地区はどこか
な？
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みんなで創り みんなをつなぐ 
　　　　　　あずましいりんご色のまち

　市では、来年度から始まる新しい総合計画（市の最上位計画）に掲げる 2040年頃の弘前市の目指す
べき「将来都市像」について考えるため、「将来都市像策定のための市民
会議」を開催し、上記の「将来都市像（案）」が提案されました。
　市民会議から提案された「将来都市像（案）」は、今後、弘前市総合計画
審議会や市議会、パブリックコメント等による意見も踏まえ、「新総合計画」
の中に位置づけられ、平成31年 3月議会に議案として提出する予定です。
■問い合わせ先　企画課（☎40・7021）

将来都市像（案）が市民会議から提案されました

　弘前の象徴「りんご」には、ふじや王林などの
多くの品種があり、色、味、大きさ、形などもい
ろいろあります。それは異なる品種を掛け合わせ
ることによって誕生し、現在も新たなりんごが生
まれ続けています。
　弘前のまちにも、多様な人々、地域、資源があり
ます。それらが出会い、つながり、さらに他の地域
や人とも結びつくことによって、まちに「活気と活
力」を、そして私たち市民に「誇りと愛着」を生み
出します。そこから生まれる「まちを進化・成長さ

せていきたい」、「これからもりんごのようにさまざ
まな色で彩られるまちであり続けたい」という思い
を『りんご色』という言葉で表現しています。
　このような思いを込めて、市民や企業、大学、
行政など『みんな』が一丸となって、地域を担う
人材や新しい魅力、地域コミュニティなど新たな
「ひと・もの・こと」を創り出し、先人から受け
継いだ弘前の美しい自然と風格ある歴史・文化と
ともに『みんな』を次世代へつなぎ、『あずましさ』
が実感できるまちを目指していきます。

～将来都市像（案）に込められた想い～

将来都市像（案）策定に寄せて
　今回、市役所職員とともに、市民会議の企画・運営とアイデアの整理を担当
しました。簡単な仕事ではありませんでしたが、市民の皆さんの“想像力”と
“創造力”、そして“弘前への思い”のおかげで、他のどこにもない、弘前固有
の都市像を描くことができたと思います。関わった全ての人に感謝します。今
後、将来都市像を核にまちづくりは進んでいきます。市民の皆さんが彩ってゆ
く弘前の未来に心から期待します。

土井良浩さん（弘前大学大
学院地域社会研究科准教授）

　国民が障がい福祉について関心と理解を深めるとともに、障がい者があ
らゆる分野の活動に積極的に参加する意欲を高める期間として、国・地方
公共団体・関係団体等で、さまざまな意識啓発の取り組みを行っています。

　今年も音楽・ダンス・アート・スポーツのほか、
就労支援施設による物品販売・ワークショップな
どのイベントを開催します。

12月３日～９日は
障害者週間です。

障害者週間記念イベント
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▽とき　12 月 9 日（日）、午前 10
時 30分～午後２時30分
※アート展示は 12月８日（土）、午
前10時 30分～午後６時も実施。
▽ところ　ヒロロ（駅前町）３階イ
ベントスペース、４階市民文化交流館ホールほか
■問い合わせ先　福祉政策課（☎40・7036）


